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データ項目部品を適用した人事システムの開発

データ項目部品を適用することにより,アプリケーションプログラムのデータ項目の処理定義が軽減できる｡

電子帳票システム"OASQUARE”は,画面や帳

票をL-トじ､とした業務に適用する開発支援ツールであ

る｡このツールはオブジェクト指向技術を採用し,

画面や帳票をはじめとして,それらを構成するデー

タ項目までをオブジェクトとしてとらえている｡

特にデータ項目は,その性質によって入力チェッ

ク処理や出力編集処理が規定されることから,オブ

ジェクト指向技術の特長の一つである部品化が容易

に行えることが知られている｡

OASQUAREでは,この考え方に基づいた標準デ

一夕項目部品"SDITEM''を提供している｡この部

品を利用することにより,データ項目の属性定義,

処理左義を効率よく行うことができる｡

:陣に人事や給与の分野では,業務で扱うデータ項

口が多く,プログラム開発時のデータ項目定義に対

する編集作業の効率化が求められていた｡

今l口1,東村山市役所では人事システムにOAS-

QUAREおよびSDITEMを通用し,その結果,デー

タ項目部品利用による生産性の向上を達成すること

ができた｡

*束仙1仙役所総務部電了･計算課 **什朋望作所公一+tこ情報卦菜部 ***【川二鮒帥卜情事Iiシステム事業部
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口 はじめに

東村山j市役所では,事務処理の効率化を目的として,

1994年4月からCSS(ClientServerSystem)構成による

人事システムの開発に着手した(1995年3月から稼動を

開始)｡

このシステムでは,開発支援ツールにオブジェクト指

向技術に基づく``oASQUARE”(図1参照)および

"SDITEM''を適用した｡

人事システムでは,業務で扱うデータ項目数が多く,

画面･帳票のデータ項目に対する処理定義の作業(入力チ

ェック処理や出力編集処理)にかな-)の工数を要する｡

SDITEMは,頻繁に使用されるデータ項目に対して,

その属性と処理内容定義(入力チェック,出力編集)を部

品化し,それをデータ項目部品として提供するものであ

る｡ユーザーはこれを適用することにより,データ項目

の処理定義が軽減できる｡

ここでは,OASQUAREおよびSDITEMの適用を中心

とした人事システムの開発事例について述べる｡

同 システムの概要

人事システムは,職員の基本情報の照会や登録,統計

資料の作成,人事異動の登録,辞令書の発行,昇給管理,

休職者の管理,職員の研修管理,福利厚生などの八つの

レイアウト定義

1.OASQUAREの特長とアプローチ

OASQUAREは,CSS型の業務と,電子伝票の配

付,回覧を行うコミニュケーション型の業務を支援

する開発言語とその実行環境である｡オブジェクト

指向技術を採用し,画面,帳票のレイアウト定義と

その操作方法は,紙の世界のイメージと同じように

なっている｡

2.画面,帳票のレイアウトとその動作の定義方法

OASQUAREでは画面,帳票を,また,これらを

構成する表,セル,データ項目をオブジェクトとし

てとらえている｡それぞれのオブジェクトは,作成,

追加,削除,移軌,属性設定などの機能(メソッド)

を持ち,ユーザーは,これらの機能の組合せ定義に

より,画面,帳票の個々のレイアウトとその重刑乍が

規定できる｡

(1)レイアウト定義

画面,帳票を構成する表の位置をマウスによって

指定し,その表の縦横の分割数や表頭,表側項目の

有無を指示する｡一つの行,列の細分化,罫(けい)

繰の位置の移動もそのオブジェクトに対する直接

指示によって容易に行える｡

(2)動作(処理)定義

データ項目間の処理定義は,その対象オブジェク

トをマウスで選択しながら加算･乗算や集計など

のオペレーションを指示することによって行う｡

3.OASQUAREの適用分野

予約システム,財務システムなど定型的対話処理

業務,発注伝票,精算伝票∴稟(りん)議書など配布･

回覧型業務への適用が‾口J能である｡特に,今後は日

寸二のグループウエア``(;r()uPmaX''のコンポーネン

ト(電･ナ帳君`GroupOASQUARE'')として,統合的

な支援を行う｡

フ7イル旺)編集(E〉 作成(⊆)属■性(A)オプション(9)モード他)ヘルプ(旦)

回国回国厘l冠歴】厩圏園 園匡】国
附 近 地

同 一 市 内
出 弓長 右肩 費 緒 言 書

届 出 日

Me訂age

所 属 方南曹区分 氏 名

L_______+

帯 !妄 先

表の作成位置,大きさ,

縦横の分割数を指示

鮒弓ラメ一夕

列 行

別敦口項×[:東

口現常識[::コヨ
固頴堅 □表伊里

[:亘∃[垂亘]

帳票シート

表の移動を指示

動作(処理)の定義

≡≡■■■■■■■岳】▲凶述iユ
ファイル(E) 編集(E) 作成(∈) 属†生(△) オプション(e) モード(出)

/＼ルニデ(出)

厘]聞【孝】園園 圏荘園圃圏旺国

選寸__さ㌔鵠出張方哉I捕‡暮

■事 ～i

苦

関妻女の書旨定

@sum :合言¶
@strlen ::文二芋夕Ij長
@strsub :昔β分文字夕り
@su†n :合言十
@sumhi :表豆貝工員目合言十
@sumhn :エ頁∈Iヰ美合言十
@surr広i こ 表イ則工頁E∃合言十

@sumsn :工頁巨]縦合言十
@tcImget :台帳丁頁巨]参照

影;, ≡葦字数値変換
軌′ymmdd :年月日
@selfserld:自メソッド実々〒

⊂二重] [三重二二]

†`モ

データ項目の選択

闇

【__________________+_土中辰票シー

データ項目間の

オペレーションを指示

図l電子帳票システム"OASQUARE”

"oAS()UARE''は,オブジェクト指向技術を採用した開発支援ツールである｡
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図2 システムの概要

人事業務のシステム開発に"OAS()UAREりぉよび"SD】TEM”を適

用した｡

業務に大別される(図2参照)｡

人事システムのシステム構成を図3に示す｡このシス

テムは,クライアントーサーバのCSS方式で実現した｡

サーバ側にはオペレーティングシステムとしてHI-

UX/WE2を,データベースにはUNIFY2000を採用した｡

また,共用プリンタへの印刷は,NetWareforHITACHI

3050を介して行っている｡

クライアント側にはWindowsを採用し,アプリケーシ

ョンのほとんどはOASQUAREで開発した｡

サーバとクライアント間は,LAN WorkPlaceを用い

て,TCP/IP(TransmissionControIProtocol/Internet

Protocol)でデータの送受信を行う｡

田 開発支援ツールの適用概要

3.1SD什EMの概要

人事システムの両面･帳票の設計にはOASQUAREを

適用した｡OASQUAREは,定義した画面･帳票(OAS-

QUAREでは,｢シート+と表現する)のレイアウト定義,

データ項目間の処理(加減･乗除,集計など)定義を行う

ための機能を提供する｡OASQUAREでは,定義したシ

ートに対する業務処理をキーイベントなどの単位に,独

自のスクリプト言語を用いて記述する｡

SDITEMの部品とシート上のデータ項目との対応づ

けは,OASQUAREのスクリプトの中で部品名を記述す

ることによって行う｡

現在,SDITEMは53偶の部品を提供している｡個々の

部品は,属性(入力形式,表示形式,格納形式)と処理(入

力チェック,出力編集のためのメソッド)を部品化して保

持しており,シート上でデータ項目名,属性,処理内容

を指定することによって容易に使用することができる｡

OASQUAREのシートとSDITEMの部品の関係を図4

に示す｡同図では,｢発令履歴台帳+シート上の｢発令年

月日+項目に｢年月日+部品を適朋した例を示している｡

SDITEMを使用することにより,各項目に対する仕様

が変更になった場合でも容易に対応できる｡例えば,発

令年月日の人ノJ形式が和歴形式7けたから西暦形式8け

サーバ兼ゲートウェイ

日立のクリエイティブ

ステーション

3050RX

UAP

COBO+85

〕NIFY2000*l
NetWare*2

TCP/lPプロトコル

人事

データベース

L

;三_当
J√柑乙■村山ゝやぎヰ?ユ地～

‾ぺ弓

Hl-∪×/WE2

ページプリンタ

UAP

OASQUARE

Microsoft Windows*3

LAN WorkPlace叫

⊂〕

クライアント

日立のパーソナル

ステーション

FLORA3010CT [コ ⊂〕 ⊂〕 ⊂〕 ⊂〕

)主:略言吾説明など

]AP(〕serApp】lCat仰Program)

*1〕NIFYは,米国〕∩■fyCorp.

の登領商標である｡

*2NetWareは,米国No)elしl[C.

の登録商標である.ニ

*3MicrosoftおよぴWlndowsは,

それぞれ米国M【CrOSOftCorp.

の登言責商標右よび商標である_

*4LAN WorkPlaceは,米国

でのNo〉釧､l[C.の登妄景商標

である.､

図3 システム構成

l台の3050RXをサーバ兼ゲートウェイとしてホストコンピュータと接続し,クライアントにはパーソナルコンピュータを使用した｡
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図4 "SD汀EM”の概要

シート上の項目に部品を対応づけることで,データに対してユー

ザーが任意に指定した入力形式のチェックや格納形式,表示形式へ

の編集が行われる｡

たに変更になった場合でも,スクリプトの部品定義部分

を修正すればよく,編集や入力チェックなどほかの部分

に影響を与えない｡

3.2 データ項目部品の拡張

SDITEMのデータ項目部品は,その属性と処理内容を

部品化して,クラスライブラリとして提供している｡新

規部品の作成,あるいは既存の部.冒,の拡張は,このクラ

ス部占P-の機能を継承して作成する｡

クラス部品｢番号+から継承して作成したデータ項目

部品｢職員番号+の例を図5に示す｡部品｢職員番号+

は,｢番号+が持つ入力形式チェックの機能を,6けたの

数字チェックが行えるように拡張したものである｡

人事システムでは,クラス部品の拡張により,人事業

務固有のデータ項目部品(約20個)を追加作成した｡

田 適用効果

OASQUAREのスクリプト記述は,データ項目単位の

チェックや編集処理,DB(Database)操作処理,その他の

文字列系クラス階層図
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図5 クラス部分の拡張

｢番号+部分を継承し,｢職員番号+を作成した｡

処:哩(シート単位の画面制御処理など)の三つに分けられ

る｡今回開発した人事システムでは,SDITEMを通用し

たことにより,全体のスクリプト記述量が約半分となっ

た｡また,データ項目単位の処理部分のスクリプト記述

は約80%削減できた｡

現在開発中の給与システムについても,スクリプトの

記述量は人事システムと同等であるが,作成したデータ

ニ境目部.甘-の叫利用およびカスタマイズが七†能となるた

め,さらに生産性を向上することができる｡また保守性

でも,部品定義部分の修正だけで,既存のユーザーコー

ディング部分に影響がないため,保守作業時の負荷が軽

i成できる｡

B おわりに

ここでは,オブジェクト指向技術適用事例として,

``oASQUARE''ぉよび"SDITEM''を適用した人事シス

テムの開発について述べた｡

SDITEMの提供するクラスライブラリから標準デー

タ項口部品を拡張し,人事業務樹イfのデータ巧柑部.17-を

作収した｡′卜後これらの部ぷ,は,他システムの開発で再

利別可能であり,R治休業碕全体の部.訂.として,信根性,

年産件に人きく寄ノブてきると考える｡
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